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2023年12⽉期 決算説明



2023年12⽉期 通期業績ハイライト
• 売上⾼は、前年同期⽐＋33%増

• 売上⾼37.9億円、⾼成⻑を継続中

• 営業利益は、前年同期⽐＋3.1億円の⼤幅改善
• 営業利益1.3億円、業績予想⽐133%

• スタディング事業は、前年同期⽐＋30%と事業成⻑をけん引
• スタディング売上⾼34.0億円と⾼成⻑を継続

• 法⼈向け教育事業は、前年同期⽐＋64%と⼤きく伸⻑
• 法⼈教育事業の売上⾼3.9億円、本格的な事業成⻑フェーズに

• 2つの新規サービスをリリース
• 資格を活かせる転職サービス「スタディングキャリア」をリリース（11⽉7⽇開始）
• ナレッジ共有できる法⼈向け⽣成AIサービス「AirCourse AIナレッジ」をリリース（12⽉11⽇開始）

4



2023年12⽉期 業績（実績）
売上⾼は、前年同期⽐＋33%増の37.9億円となり、業績予想に対し102％達成
教育のオンラインシフト、リスキリングの流れを捉え成⻑を継続
営業利益は、前年同期⽐△1.8億円から3.１億円改善し、＋1.3億円
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（百万円）

業績予想⽐前年同期⽐2023年12⽉期
（業績予想）

2023年12⽉期
（実績）

2022年12⽉期
（実績）項⽬

102.4%33.4%3,7073,7982,848売上⾼
101.4%30.5%3,3613,4082,611スタディング事業
112.8%64.7%346390237法⼈向け教育事業

93.1%25.4%568529422売上原価
104.1%34.7%3,1403,2692,426売上総利益
103.1%20.1%3,0383,1332,609販売費及び⼀般管理費
133.6%-102136-183営業損益
136.6%-102140-183経常損益
139.5%-80112-220当期純損益



事業別売上⾼

・スタディング事業の売上は、前年同期⽐+30%増と⼤きく伸⻑
オンラインでの資格学習が定着し、販促施策の効果も加わり受講者拡⼤

・法⼈向け教育事業の売上は、前年同期⽐＋64％増と⼤きく伸⻑
コースの⼤幅拡充と⼤企業向けシステム機能開発により受注増加
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（百万円）

業績予想⽐前年同期⽐2023年12⽉期
（業績予想）

2023年12⽉期
（実績）

2022年12⽉期
（実績）項⽬

102.4%33.4%3,7073,7982,848売上⾼

101.4%30.5%3,3613,4082,611スタディング事業

112.8%64.7%346390237法⼈向け教育事業







第4四半期（10-12⽉）業績

売上は、前年同期間⽐（10-12⽉）＋27%増の9.5億円
スタディング事業の成⻑に加え、法⼈向け教育事業が伸⻑
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（百万円）

前年同期⽐2023年12⽉期4Q
（10-12⽉実績）

2022年12⽉期4Q
（10-12⽉実績）項⽬

27.0%959755売上⾼

23.4%842682スタディング事業

61.0%11672法⼈向け教育事業

25.0%140112売上原価

27.4%818642売上総利益

17.3%694591販売費及び⼀般管理費

143.9%12451営業損益

142.3%13455経常損益



社員数推移
当期の社員数※の採⽤計画は順調に進捗し、期初から27名増加
組織⼒強化によりさらなる成⻑の⼟台づくりを実⾏
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(⼈)

※社員数︓直接雇⽤数の期末合計（正社員、契約社員、パート社員）
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スタディング事業︓売上・利益の四半期別傾向
売上・利益について、例年では下記のような四半期別の傾向
コースが購⼊されたタイミングで、現⾦ベース売上を計上
現⾦ベース売上は、購⼊されたコースの受講期限まで毎⽉均等に発⽣ベース売上として按分されるため、
年度の後半になるにつれて当期に計上される発⽣ベース売上の割合が⼩さくなる
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第４四半期（10-12⽉）第３四半期（7-9⽉）第２四半期（4-6⽉）第１四半期（1-3⽉）

試験⽇がやや多い難関資格の試験⽇が最も
多い試験⽇が少ない資格取得を⽬指し学習を

始める⼈が多い当社講座の傾向

翌年試験に向けた講座の
購⼊需要が多い

試験直後に、翌年試験に
向けた講座の新規購⼊お
よび更新版コースの購⼊
が増加

難関資格の試験直前のた
め、やや低い傾向

年初の売上が⾼く、その
後は、やや低い傾向現⾦ベース売上

現⾦ベース売上の⼤半は
翌期に案分されるため発
⽣ベース売上の当期寄与
は⼩さくなる

主要講座の受講期限が集
中し案分処理された発⽣
ベース売上の当期寄与が
増⼤

現⾦ベース売上は減少傾
向だが、案分された発⽣
ベース売上が積み上がる
傾向

現⾦ベース売上が⻑期に
按分されるため発⽣ベー
ス売上の寄与は少ない傾
向

発⽣ベース売上

〇◎△×利益の傾向

15〜25%40〜50%70〜80%75〜85%
当期の現⾦ベース売上（四半期）
が当期発⽣ベース売上（通期）に
計上される割合
（過年度の平均的なレンジ）

※上記は過年度の平均的なレンジであり今後も同じ傾向になるとは限りません。







スタディング事業︓テレビCMによる認知拡⼤
2023年1⽉より引き続き、川⼝春奈さんをテレビＣＭのメインキャラクターに起⽤
「資格合格パートナー」のブランドイメージの浸透と認知度向上による、マジョリティ層の取り込みと
中⻑期的な成⻑を狙う
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※ご参考︓2023年 資格合格パートナー「スタディング」30秒CM︓ https://www.youtube.com/watch?v= oHsGw555-Q

2023年 資格合格パートナー「スタディング」15秒CM︓ https://www.youtube.com/watch?v=Pro3zuE2wRw



スタディング事業︓講座ラインナップの拡充
情報セキュリティマネジメント講座（10⽉）、データベーススペシャリスト講座（12⽉）を開講
30講座以上のラインナップ、簡単な資格から難関資格まで幅広く提供
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難関資格

中難度の資格

簡単な資格

⾼単価︓1講座あたりの収益⼤
受検者数は少ない

低単価・1講座あたりの収益⼩
受検者数は多い

ビジネス・経営 不動産
‣中⼩企業診断⼠
‣技術⼠
‣販売⼠
‣危険物取扱者
‣メンタルヘルス・マネジメント®

検定

‣宅建⼠（宅地建物取引⼠）
‣建築⼠
‣マンション管理⼠／

管理業務主任者
‣賃貸不動産経営管理⼠

法律
‣司法試験・予備試験
‣司法書⼠
‣⾏政書⼠
‣社会保険労務⼠
‣弁理⼠
‣ビジネス実務法務検定試験®
‣知的財産管理技能検定®
‣個⼈情報保護⼠

会計・⾦融
‣税理⼠
‣簿記
‣FP
‣外務員（証券外務員）
‣貸⾦業務取扱主任者

IT

‣ITパスポート
‣基本情報技術者
‣応⽤情報技術者
‣ITストラテジスト
‣情報セキュリティマネジメント
‣データベーススペシャリスト

ビジネススキル
‣コンサルタント養成講座

公務員
‣公務員

語学
‣TOEIC® TEST 対策

簡単な資格から
ステップアップ

医療
‣看護師国家試験
‣登録販売者



スタディング事業︓⽣成AIを活⽤した「AIマスター先⽣」
「AIマスター先⽣」が質問に回答する「AI説明機能」をリリース（ベータ版7⽉、正式版12⽉）
スタディングのコンテンツをもとにした信頼性の⾼い回答と、⽣成AI（GPTモデル）の知識を加えた詳
しい回答を提供することで、分からない点を解消しスムーズな学習を促進
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スタディング事業︓スタディングチャレンジによる継続⽀援
ゲーム感覚で資格学習を続けられる新機能「スタディングチャレンジ」をリリース（11⽉）
モチベーションを⾼めながら、⻑期にわたる資格学習の継続を⽀援
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スタディング事業︓AIによる学習の個別最適化
AI実⼒スコア機能を、簿記3級・2級講座（8⽉）、弁理⼠講座（10⽉）、司法書⼠（12⽉）で開始
現在の強み・弱みがリアルタイムでわかるため、効率的な学習が可能に
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膨⼤な学習履歴データをAIが分析し、現在の試験得点予測をAIを使って予測
勉強するたびにスコアが上がるので、学習モチベーションが⾼まり、学習時間、継続率が増加

AI実⼒スコア（特許第7021758号）※

※AI実⼒スコア機能は下記の講座に導⼊済み、今後順次講座展開を拡張予定。

・中⼩企業診断⼠ ・簿記3級・2級
・宅建⼠ ・弁理⼠
・社会保険労務⼠ ・司法書⼠
・ITパスポート
・応⽤情報技術者
・基本情報技術者
・司法試験・予備試験
・ビジネス実務法務検定
・1級建築⼠



スタディング事業︓AIによる学習の個別最適化
AI学習プラン機能を1級建築⼠講座（7⽉）、弁理⼠講座（11⽉）で開始
AIが受講者ごとに、試験の予測得点が最も⾼くなる学習スケジュールを作成
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AI学習プラン（特許第6661139号）
■AIが学習計画を作成、合格に向けた効率的な学習が可能に
従来の資格講座では、「いつ、何を、どれぐらいの時間学べばよいか」と
いう判断は受講者任せになっていたため学習スケジュールを受講者が考え
⽇々進捗管理する必要がありました。AI学習プランでは個別の受講者の試
験予測得点が最も⾼くなると予想される学習プランを作成します。

受講者には学習プランにそって⽇々の学習テーマが提案されるため、効率
的に学習をするための⽀援を得ることができます。

■学習中の質問に対し、最適なコンテンツを横断的に表⽰
AI検索機能は、受講者が調べたいキーワードを⼊⼒すると、スタディングの
様々な学習コンテンツの中から最適なコンテンツを探して表⽰する機能です。
従来の検索機能のように単に検索キーワードをコンテンツ内で探すのではなく、
AIを利⽤して、検索キーワードとの関連性や受講者の評価などから各ページを
スコアリングし、受講者が求めているコンテンツを上位に表⽰します。

受講者は学習中にわからないことをこれまで以上に的確にすばやく確認できる
ようになり、学習効率がさらに向上します。

AI検索





法⼈向け教育事業︓契約企業数・平均解約率 四半期推移
AirCourseの契約企業数は、前年から＋260社の686社と増加
AirCourseの4Qの平均解約率※は1.09％と前四半期からほぼ横ばい
オンボーディングの強化等により、継続率を⾼めアップセルを促進する予定
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※平均解約率とは、AirCourseの⽉次ストック売上（⽉次売上からスポット売上を引いたもの）について、 解約に伴い前⽉から当⽉に減少した割合（＝⽉次解
約率）を計算し、その値を年間で平均した数値
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スタディングキャリア
資格を活かして転職できるダイレクトリクルーティングサービス「スタディングキャリア」をリリース
（2023年11⽉7⽇開始）

27https://career.studying.jp/
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中期経営計画2023の振り返り

31



中期経営計画2023の振り返り︓業績推移
売上⾼は当初計画⽐86%と未達となったが 3年間で249%と伸⻑し、成⻑戦略は⼀定の成果が挙げられた
営業利益は3年間で当初計画⽐28%、基準年から79%となり、利益成⻑が実現できず
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売上⾼ 営業利益
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中期経営計画2023の振り返り︓事業別売上推移
スタディング事業の売上⾼は当初計画⽐83%と未達となったが 3年間で240%と伸⻑し、成⻑戦略は⼀定の
成果が挙げられた
法⼈事業の売上⾼は当初計画⽐114%と達成し、3年間で364%と⾼い成⻑を実現
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スタディング事業売上⾼ 法⼈事業売上⾼
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中期経営計画2023の振り返り︓社員数
社員数は3年間で2.84倍の94名になり、当初計画（90〜110⼈）通りに採⽤を実⾏
今後の既存事業の強化・成⻑および、新規事業の展開をするための組織能⼒の強化を実現

34

(⼈)

*社員数︓直接雇⽤数の期末合計（正社員、契約社員、パート社員）

3年間で
2.84倍





再掲︓⻑期ビジョン実現に向けた取り組み
中期経営計画2023では、⻑期ビジョンの実現に向けた取り組み⽅針を決め、投資および事業運営を⾏った

36

中計2023での取り組み⽅針
• 既存事業の成⻑が最重要⽬標
• 組織能⼒の強化（システム、AI、コ

ンテンツ、マーケティング、オペ
レーション）

• 新規事業の探索と展開





当社の事業概況と環境の変化

38



事業とサービスの概要
個⼈のキャリア⽀援と⼈的資本活⽤のプラットフォームを展開
2つの新規サービスにより、マルチプロダクト体制（1顧客に対して複数の商品を提供できる体制）になった

個⼈/法⼈向け

個⼈/法⼈向け

学びやすく･わかりやすく･続けやすい
オンライン資格講座

⼈材育成の悩みを解決する
クラウド型eラーニングサービス

資格を活かして転職できる
ダイレクトリクルーティングサービス

ナレッジ共有できる⽣成AIサービス

法⼈向け

法⼈向け

New !
2023年12⽉
サービス開始

New !
2023年11⽉
サービス開始

キャリア⽀援プラットフォーム ⼈的資本活⽤プラットフォーム







個⼈を取り巻く環境の変化と学習の変化
⽣成AIの登場により、ほとんどの職種が影響を受け、先⽣／コーチをAIが代替する本質的な変化が起こる
⽣涯を通じて学習・スキル習得をし、転職等をしながらキャリア開発をする必要性が⾼まる

42

環境の変化

• スマートデバイスの普及
• 5G等によるネットワーク⾼速化

• IT技術、業界、事業の急速な変化に
よるスキルの陳腐化

• ⼈⽣100年時代・労働年数の⻑期化
• ⼈材の流動化、転職・副業が⼀般化

個⼈の学習の変化

• スマートデバイスによる学習が普及（すきま時間
の活⽤）

• リスキリングや、⽣涯にわたってスキルを⾼め続
ける事が重要になる

• 転職・副業しながらキャリア開発する必要性が⾼
まる

学習環境

リスキリング

キャリア開発

• IT・AI技術を活⽤し、個別最適化した学習に進化
（パーソナライズ）
• 先⽣／コーチをAIが代替するような本質的な変化

が起こりつつある

AI・IT等の
技術進化

• AI・IT技術の進化
• ⽣成AI技術・サービスの進化



企業を取り巻く環境の変化と⼈材育成の変化
リスキリング、⼈的資本経営に向けた能⼒開発の需要増加等に加え、⽣成AIの活⽤によって業務⽅法・スキ
ル・⽣産性が変化するため、⼈材育成も⼤きく変化していく
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環境の変化

• テレワークの定着化
• 働き⽅の多様化、ワークライフバラ

ンスの推進

• 技術⾰新・競争環境変化による事業
の変⾰と⽣産性向上

• グローバルでの競争が激化
• ⽇本の労働⼒⼈⼝の減少

個⼈の学習の変化

• 集合研修中⼼の育成施策からデジタルを活⽤した
育成にシフト

• DXの実現のため社員のリスキリングが重要に
• 組織ナレッジ共有による⽣産性向上が必要に

• ⼈的資本活⽤（優秀な⼈材確保・育成・活⽤）が
企業の最重要事項に

• 学習履歴やスキル、資格などの⼈的資本の可視化
が重要に

学習環境

DX・
リスキリング

⼈的資本経営

• IT・AI技術を活⽤し、個別最適化した学習に進化
（パーソナライズ）
• ⽣成AIを社員が活⽤するようになり、業務⽅法、

必要なスキルが変化（必然的に⼈材育成も変化）

AI・IT等の
技術進化

• AI・IT技術の進化
• ⽣成AI技術・サービスの進化



経営の基本⽅針と⻑期戦略
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Mission and Vis ion
テクノロジーを活⽤して、⼈や組織の学習を⾰新。
世界⼀の学習サービスを⽬指します。
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世界⼀
「学びやすく、分かりやすく、続けやすい」

学習⼿段を提供する

学びを⾰新し
誰もが持っている無限の⼒を引き出す

ミッション

ビジョン



当社が⽬指すプラットフォーム戦略
個⼈向けの「キャリア⽀援プラットフォーム」および
法⼈向けの「⼈的資本活⽤プラットフォーム」を中核にした事業展開を⾏う
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⽣涯に渡って⼈々のキャリアを⽀援
・学習
・転職
・職場での活躍

企業の⼈的資本活⽤を⽀援
・⼈材育成
・採⽤
・⽣成AIによる⼈材活⽤









中期計画2026の⽬標と基本戦略
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スタディング事業︓基本戦略

56

基本⽅針

重点施策

• 「合格者No1」になるために、AI・ITの活⽤、コンテンツの強化、マーケ
ティングの強化等を⾏い、成⻑を実現する

• 認知度、ブランディングを⾼め、マジョリティ層を取り込む
• 集客効率を⾼め、収益⼒を強化する

1. AI活⽤によるサービス強化
• AIと受講データを活⽤した学習の個別最適化
• 学習システム機能拡張による学びやすさと続けやすさの向上

2. 講座ラインナップと商品⼒の強化
• ニーズが⾼い資格ラインナップを拡張
• コンテンツ開発・改善、講師⼒の向上による商品⼒強化

3. 集客⼒の強化と収益性の向上
• 認知・ブランディング活動により「資格を取るならスタディング」という想起を強化
• 集客⼿段を多様化し、集客効率を⾼めることにより収益性を向上させる

4. リピート販売の強化
• 更新版、オプション商品、ネットワーキング等により既存顧客への販売を強化

5. キャリア事業との連携によるグロース
• 合格者にキャリア機会を提案することで、⼈材事業の成⻑を図る











新規事業展開︓スタディングキャリア
資格取得だけでなく、その後の転職まで⽀援することで、⽣涯にわたるキャリアをサポート
スタディングの個⼈会員基盤と、法⼈向け教育事業の法⼈会員基盤を活かし、マッチングを図る
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＜転職希望者のメリット＞
・資格を活かして転職できる
・採⽤企業や転職エージェントから直接スカウト
・動画コンテンツで「転職活動の疑問」を解消

＜採⽤企業のメリット＞
・費⽤は⼊社時の成功報酬のみ
・資格証明された⼈・学習意欲が⾼い⼈が集まる⼈材DB
・20万⼈以上の学習者が集う「スタディング」が⺟体





法⼈教育事業︓基本戦略
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• 「⼈的資本活⽤プラットフォーム」として、学習管理システム（LMS）やコン
テンツ、関連サービスを強化し、プロダクト⼒を⾼める

• マーケティング、営業、カスタマーサクセスを強化し売上を成⻑させる
• 当社の2本⽬の事業の柱に成⻑させる

1. AirCourseの機能強化（⼈的資本活⽤プラットフォーム）
• 企業で⼈的資本活⽤をするための各種機能を強化

2. 受け放題のコース拡充
• リスキリング関連コースや企業で需要の⾼いコースを拡充

3. 販売強化
• マーケティング、営業、カスタマーサクセスの強化による売上成⻑

4. 事業体制の強化
• ⼈材採⽤、育成、バックオフィスの強化により、2本⽬の事業の柱として成⻑させる

5. 新規サービスの展開と拡張
• AIナレッジの販売強化、その他周辺領域の探索と展開

基本⽅針

重点施策





法⼈教育事業︓社員教育動画コースの拡充
質の⾼い動画コースを受け放題で提供
ITスキル・DX教育やコンプライアンス教育、階層型研修等、企業でニーズの⾼い講座ラインナップを拡張
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幅広い階層をカバー

新⼊社員

若⼿社員

中堅社員

管理職

ビジネスマナー・社内コミュニケーション
仕事の基礎 など

ロジカルシンキング、社外コミュニケーション
フォロワーシップ、プレゼンテーション など

リーダーシップ、プロジェクトマネジメント
ファシリテーション、⽬標設定 など

コーチング、部下育成
ハラスメント、交渉⼒、 など

テーマ別・部⾨別の研修も充実
ITスキル・DX コンプライアンス 会計（アカウンティング）

営業・セールス マーケティング ⼈事・労務

⽣産管理 プロジェクトマネジメント 経営戦略





新規事業展開︓AirCourse AIナレッジ
誰もが簡単に活⽤できる法⼈向け⽣成AIサービス
企業が⼈的資本活⽤を進める上で、今後重要となる⽣成AIの組織的活⽤を⽀援
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安⼼安全
⾃社データAI学習流⽤なし

充実した管理機能
⽣成AIの利⽤状況などを

モニタリング

誰でもすぐに使える
プロンプトテンプレート

100種類以上搭載

ナレッジとして保存・共有
⽣成AIで要約した議事録等の

出⼒結果を社内で共有

4つの特徴

法⼈が安⼼して導⼊でき、はじ
めて利⽤する社員も簡単に業務
で活⽤できるようにデザインさ

れた⽣成AIサービス

ナレッジ共有機能を搭載して
いるので⽣成AIを使って得た
ナレッジを社内で共有すること
ができます。



⽬指す組織のビジョン
KIYOラーニングでは、個⼈が⾼い成⻑ができて、少数精鋭のプロチームで切磋琢磨できて、家族に誇れ
る会社であり続けます。

1. ⾼い成⻑の実現と機会の提供
• ⾼い⽬標や新しいことにチャレンジ
• 成果に報いる昇進・昇格、更なる成⻑機会の提供
• 年齢・性別・国籍等は関係ない実⼒主義

2. 少数精鋭のプロチーム
• 優秀な仲間との切磋琢磨・コラボレーション
• ⽬標達成のためにチームに貢献
• 社員個々の能⼒開発・発揮へのサポート

3. 家族に誇れる会社
• ⼈や組織の成⻑を⽀援するサービス提供し、⾰新し続けて、社会に貢献
• 皆が活き活きと楽しく働いている会社
• ⼈を⼤切にする会社
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2024年12⽉期 業績予想
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2024年12⽉期 通期業績予想
売上⾼は前年対⽐10%増の42.0億円を⾒込む
1⽉の能登半島地震により、年初の資格取得マインドが低下した影響で、成⻑率は低めに⾒積もる（年の後
半に向け成⻑率は回復する想定）
中期計画2026の売上・利益⽬標を達成するため、集客効率化・コスト効率化等により収益性の向上を図る
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（百万円）

前年同期⽐2024年12⽉期
（業績予想）

2023年12⽉期
（実績）項⽬

10.6%4,2003,798売上⾼

8.0%3,6803,408スタディング事業

33.1%520390法⼈向け教育事業

11.5%590529売上原価

10.4%3,6103,269売上総利益

10.8%3,4703,133販売費及び⼀般管理費

2.7%140136営業損益

-140140経常損益

15.8%130112当期純損益



2024年12⽉期 事業別売上予想
スタディング事業では、マジョリティ層の取り込みによる成⻑と同時に、集客の効率化を図り、事業の
収益性を⾼める
法⼈向け教育事業では前年⽐+33%と、拡⼤フェーズで売上成⻑を⾒込む。⼈材採⽤やシステム開発な
どに注⼒し、⼆本⽬の柱として更なる成⻑を⽬指す。
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（百万円）

前年同期⽐2024年12⽉期
（業績予想）

2023年12⽉期
（実績）項⽬

10.6%4,2003,798売上⾼

8.0%3,6803,408スタディング事業

33.1%520390法⼈向け教育事業



2024年12⽉期 半期毎の業績予想

例年同様、1⽉〜6⽉は現⾦ベース売上から発⽣ベース売上への振り替えが少ないため、売上、営業利益
が低い⽔準となる
⼀⽅、7⽉〜12⽉は、現⾦ベース売上から発⽣ベース売上への振り替えが多いため、売上、営業利益が
⾼い⽔準となる
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（百万円） 2024年12⽉期（予想）

通期前年同期⽐7⽉〜12⽉前年同期⽐1⽉〜6⽉項⽬

4,200+9.8%2,300+11.6%1,900売上⾼

140+50.7%395ー-255営業損益



ご留意事項
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本資料は、当社の業界動向及び事業内容について、現時点における予定、推定、⾒込み⼜は予
想に基づいた将来展望についても⾔及しております。

これらの将来展望に関する表明の中には、さまざまなリスクや不確実性が内在します。既に知
られたもしくは未だに知られていないリスク、不確実性その他の要因が、将来の展望に関する
表明に含まれる内容と異なる結果を引き起こす可能性がございます。

当社の実際の将来における事業内容や業績等は、本資料に記載されている将来展望と異なる場
合がございます。

本資料における将来展望に関する表明は、現時点において利⽤可能な情報に基づいて当社によ
りなされたものであり、将来の出来事や状況を反映して、将来展望に関するいかなる表明の記
載も更新し、変更するものではございません。

※ビジネス実務法務検定試験は東京商⼯会議所の登録商標です。
※メンタルヘルス・マネジメント®は⼤阪商⼯会議所の登録商標です。
※知的財産管理技能検定は⼀般財団法⼈知的財産研究教育財団の登録商標です。
※TOEIC is a registered trademark of ETS.

This product is not endorsed or approved by ETS.


